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調査日　群馬県森林組合連合会共販所　10月4日

　今回はインボイス制度が施行されて初めての市となった。

明細書には産地欄に(特)(適)無記入の区別が記入されている。　(特）は協同組合特例

(適)はインボイス発行適格・無記入は非課税物件という事だが、入札に直接影響が出る

訳では無いだろう。　しかし、木材の流通全般には負の影響が出る事には違いないだろう。

問題は税負担よりも、その複雑な事務作業の負担だろう。　林業の業界ではインボイス承認が

獲得できない業者や団体は少ないだろうが、2重の税制によってコンピューターシステムの改変

が必要となり、更に改変後も2本立ての事務処理となる。　これは事業の足を引っ張る効果

以外の何物でもない。

森林組合の事業では、森林の団地施業については優遇される様だが、協同組合特例なので

団地の全員が組合員である必要がある。　これも　2％　の優遇よりも団地形成への障害の方が

負荷が大きいと思える。

買い方から見れば、一人親方の大工などは、廃業する人も居るだろうとの事だ。　現に共販日に

買い方に提供される昼食も、県森連では50年以上も弁当を発注し続けていたレストランの弁当が

使えなくなり、この日からは弁当専門業者のパック詰め弁当に代わっていた。

小さな出来事だが、いきなり　インボイス制度発効の影響を見せつけられた。

最も森林組合や県森連の事務方は、既に切実に負担を感じていることだろう。

　市の方は、まだ新材は目立っていないが、市に掛かった分は古材や欠陥材もよく売れている。

もう一息で、在庫一掃ができそうだ。　　新材は4.0mの中目材が良いのではないか？

内容を見ると、やはり　３.０mの16～18㎝は誰も手を出さない。

買い方を見ると　白山製材と中之条の㈱ユハラが目立つ。　白山製材の札は　5,020円/㎥

均一で入れている。　これはバイオマス燃料用であろう。製材用ではない。

㈱ユハラは中之条町の助成を受けて作った新工場が、資材の調達の遅れなどで、半年以上

遅れて竣工した。　この工場で使うための材料の様だが、計画を始めたのが3年以上前との事で

その頃と現在では、木材業界の事情が全く違ている。それにもかかわらず、町と取り交わした生産

ノルマやバイオマス燃料の供給などが課せらせ、前橋でも鬼石でも盛んに買っている。

そんな折に今の安値は助かるのだろう。　　数字を見ると石単価で取引していた頃を思い出す。　

　原木市場は丸太を横に積んで取引するので、その場所を”土場”呼ぶのに対して製品市場は

立てて取引するので”林場”と呼ぶ。　しかし、今の製品市場は柱が山積みにされていると言う。

柱が売れないという事は”家が建っていない”という事に他ならない。



調査日　素材生産協同組合　10月6日

　今回はこちらもインボイス制度が発効して最初の市だった。　市場ごとにそれぞれの対応が

違っていて、市場が拠って立つ性格の違いが出ていた。

言うまでもなく素生協の市場は、素材生産者が自ら生産した素材を売るための市場なので

市場から出荷者への統制が取れる。　　出荷者は全員が組合員である前提であるから、

出荷者には全員がインボイス発行適格を取得することを義務付けた様だ。

手続きが解らない組合員には、地元の商工会などを通じてサポートしたようである。

　市場の事務方の仕事は、やはりコンピューターシステムの改変でたいへんだったようだ。

出荷者が全員インボイス発行適格と言っても、国有林材などを扱うからには、当然無税

になる訳で、複数の精算タイプが必要になる。　これは県森連の精算システムと大きな

違いは無いだろう。

　今回の市の内容はと言えば、県森連とは様相が違っている。

こちらは今回国有林からの出荷が多かった。　　これらの物件に関しては、新材という

事もあり、これまでよりも若干”底離れ感のある価格”で、完売している。

しかし、一般の針葉樹の物件と比べると、古材とはいえ余りにも落差があるように見える。

国有林の落札者を見ると、秩父の２社が占めている。　特にウッディーコイケはかなり

積極的に買っているが、一般材の買い方には名前が見えない。　金子製材は、最近

あまり名前を見なかったが、国有林で１椪、一般材で１椪づつ少し良い値で落札している。

あるいは、事前にに入札に参加するよう営業があったかもしれない。また或いは秩父の方で

動きがあったのかも知れないが、現段階では憶測の域を出ない。

一般針葉樹ではすぎの40ｍ太物の1本売りが売れた他　4.0ｍの中目材が少し売れた。

価格も底を離れた感がある価格だ。　今回の市ではカラマツが60㎥ほど売れ残っている。

いつもカラマツを買っていた買い方が姿を見せなかった。

ヒノキは良く売れている。この市では、1件で　20㎥　しか出品されなかったが、良い値で売れている

　土場を見渡すと、ずいぶんと空土場が見えるようになってきた。　そして新材も入荷しているのが

見えるがすべてヒノキだった。　次回市は”紅葉祭り”と銘打った市を予定している様だから

これに向けて満を持していると言った所か。


